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中山瓦窯は、平城京の北方に広がる奈良山正陵

におかれた瓦窯群のひとつです。 1972年の発掘調

査で瓦窯が10基発見され、主に第一次大極殿院な

ど、奈良時代初頭から前半にかけての平城宮内の

建物の瓦を焼いていたことがわかりました。

今回の調査は宅地造成に伴うもので、調査面積

95mの範囲内に、 3基の瓦窯がみつかりました。
あ立がま

いずれも奈良時代前半に特徴的な害窯(登り窯)で、

1972年の調査でみつかった窯とは別斜面に位置し

ていたこともわかりました。中山瓦窯の全貌解明

に、一歩近づく調査となりました。
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平城宮第一次大極殿院は、これまでに区画の東
方いろう

半分と回廊部分を中心に、継続的に調査をおこなっ

てきました。今回は、現在進行中の第一次大極殿

院復原整備計画に伴って、大極殿前面部分の調査

をおこないました。

調査の結果、奈良時代前半に大極殿と大極殿院

2014.1.7 - 3.18 

南門の聞をつなぐ南北通路が存在したこと、奈良

時代後半には、西宮(称徳天皇の住まい)の前面に、

7本の“ハタ" (1憧旗)が立てられていたことが明

らかになりました。

v) ~'JÍ， tてんーヲ" 可

Y
ノー
、、，，
 ，. ，. 日朝賀のニル

!コt..， ーフ
力、

¥? 一
月
明ムを法 L、Tご丸く耳大極殿FZl:ーー ‘1....， 

'ノ、第

• 押熊瓦窯平安時代の法典『益量ま』によると、主百謡量

には、大極殿の前面中央に鳥形の雇、東側に日像
はた

の瞳、さらに朱雀・青龍の旗、西側に月像の瞳、
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さらに白虎・玄武の旗の合計7本の瞳旗を立てる

とされます。今回発見された柱穴と、隣接する調

査区でみつかった柱穴とを合わせると、東西に 7

基が2列。さらに、柱穴同士の間臨も、『延喜式』

に規定されたものに一致しました。

民主三

l口伺叩…回町悶一の哨調
で、平城宮第一次大極殿院陀葺かれ充タイプの宅のです-

写真は、瓦窯~で出土した 3 点. 目

※代表的な瓦窯を図示

.~I.t. 都の建物の瓦はどこで作られた?

平城蓮蔀に伴って、平城宮や京の建物に葺くために、膨大な数

量の瓦が必要になりました。そこで、平城京北方の奈良山丘陵

に大規模な瓦工房を設け、瓦生産を集中的におこなったのです。

なかでも平城宮や、経済力に富む大寺院は、専用の瓦工房を有

していました。奈良時代を通じて、瓦の一大生産地であった奈

良山正陵。都から北を望む景色は、いつも煙で嘗がかっていた

かもしれません。
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平城宮第二次大極股院

長岡宮大極殿院
財団迭人向田市埋蔵文化財センター
r畳間団 r，砂釦室値温栂J2閲5より転歳

~γ 
.~IN' 面長の柱穴の特徴は?
細長い穴を掘ってから、その中に

3本の柱を立てています。濃赤色
部分は柱を抜き取った痕跡です。
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EコH期(西宮)

;…… 2 列あ~のは、 2 因分あ~ごとを意味します.

ごのほか、奈良時代前半の大極殿院と南門の聞をつなぐ南

北通路西側側溝宅みっかりました.
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仁コ l期(第一次大極殿院)

南北通路
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平城宮の東に隣接し、法華寺旧境内に南面する

2地点、で、宅地工事に伴う発掘調査をおこないま

した。いずれも南北に細長く、狭小な調査区ですが、

二条菜酋蕗の南側溝、車内を区画する説、ゃ編笠12
は凶畠な

建物の柱穴などがみつかりました。

注目されるのは、種類豊富な出土品です。 524
おぴと

次調査では、奈良時代前半の東西溝から、首皇子(即

位前の聖武天皇)に関わる役所の存在を示唆する

木簡、漆や木製品生産に関わる遺物、多量の植物

種実などが出土しました。 533次調査では、彩り

鮮やかな晶括払ず数多く出土し、十一坪内にきら
桝'E必曹

びやかな瓦葺建物が建っていた可能性が考えられ

ます。平城宮に隣接する京の一等地にふさわしい

調査成果となりました。
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剣のような形の木の棒の片側に、のこぎりの歯の

ようなギザギザを作り出したもの。長さは少なく

とも 41cmあります。「ささら」とよばれる楽器

ではないかと考えられます。 (524次)
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左京ニ条ニ坊+一坪は、平城宮・京の中でも施紬

瓦の出土が突出して多いエリアです。本調査も例

にもれず、 64点もの施柏瓦(緑掘単彩・ニ彩・三彩)

が出土しました。 (533次)
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+四坪北西隅でみつかった

奈良時代前半の東西溝から、

4355点もの木簡(98%は
吋ずり〈ず

写真のような削屑)が出土

しました。「皇太子jと読

めるものや、「輔亀Jr量善J
の年号が書かれたものが含

まれ、首皇子に関わる役所

の存在がうかがわれます。

(524次) ぽ〈しょ

533次調査では、約20点の墨書土器が出
土しました。中でも「上番Jr上」と書か
れたものが複数みつかっています。上番

とは、当番勤務につくことを指す用語で

すが、なぜ土器に記したのでしょうか。

(533次)
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